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日本アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会機関紙 No.7622024 年 1 月 1 日

今
月
の
読
み
物

■2～10面　新春対談

■11面　列島 AALA

■12面　わたしと AALA

（左）リーASEAN広報部長（右）吉田万三代表理事

「戦争するな！どの国も」第 9次国際署名

1 万1316 筆を
ASEAN事務局に提出

宮城恭子さん（日本AALA代表理事）

羽場久美子さん（世界国際関係学会アジア太平洋会長・青山学院大学名誉教授）羽場久美子
国際政治学者

新
春
対
談

　日本 AALA は、11 月 26 日から吉田万三代表理事を団長に 29 名が ASEAN 議長国のインド
ネシアを訪問しました。訪問団は、11 月 29 日首都ジャカルタにある ASEAN 事務局を訪問し、
第 9 次国際署名 1 万 1316 筆を提出してきました。訪問団の活動紹介は、2 月号に掲載します。
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宮城　明けましておめでとうござ
います。昨年は千葉 AALA の
学習会で講師をお引き受けいた
だきありがとうございました。
その際、緊張するアジア情勢の
なかで先生方が沖縄を平和のハ
ブにしようという運動を呼び掛
けていることを知ってとても共
感を覚えました。国際政治学者
として世界各地の学会にでか
けて交流をしていると伺って、
きょうは、世界はこれからどう
なるかなどお話を聞けると期待
してまいりました。
羽場　こちらこそ声をかけていた

だいてありがとうございます。
AALA 地域との連帯の活動に
たずさわっておられるみなさん
とのお話は貴重な機会をいただ
いたと感謝しております。

戦争の背後に
アメリカの覇権戦略

宮城　さっそくですが、昨年はロ
シア・ウクライナ戦争に続いて、
パレスチナで大きな衝突が起こ
り、イスラエルによるガザ攻撃
で大量虐殺のような悲惨な事態
がおきました。日本では「台湾
有事」が叫ばれていて、世界は
どうなってしまうのかとても心
配です。
羽場　はじめに大局的な話をしま

すと、今、起こっているロシア・
ウクライナ戦争や東アジアの台
湾有事と言われる緊張関係、さ
らにガザをめぐるイスラエルと
パレスチナ戦争の背景には、ア

メリカの世界戦略があります。
結論からいえば、アメリカは世
界各地で戦争を起こして、その
中で自国の覇権を維持し利益を
獲得しようとしているのだと思
います。さらにその背景には、
アメリカと欧州の経済が頭打ち
となって、アジア、特にインド
や中国が非常に成長していると
いう事実があります。アメリカ
はこれをなんとか抑えこもうと
しています。今、世界は 100 年
に一度の大きな転換期を迎えて
います。19 世紀、20 世紀と続
いた欧州と米国の時代が、21
世紀に入り 2010 年あたりから
大きく変わり、中国やインドが
やがてアメリカを抜く状況に
なっています。このことが 21
世紀にも覇権を維持し続けたい
アメリカに非常に強い緊張感と
警戒感を抱かせています。
宮城　米中の対立もそういう背景

からおこっているわけですね。
羽場　最近、イギリスの経済シ

ンクタンクが 6 年以内に中国
がアメリカを抜くというデータ
を発表して、それを世界銀行も
IMF も是認しています。コロ
ナで若干停滞しましたが、2028
年から 2030 年ということにな
ります。中国がアメリカを抜く
前に、アメリカは中国をたたく、
あわよくば、東アジアでも小さ
な紛争や核爆発が起これば、東
アジアの経済圏は壊滅する。戦
争でなくても、チェルノブイリ
原発程度の事故が起こっても東
アジアは壊滅的打撃となる。東

アジア経済圏が停滞すれば、欧
米の時代は維持できる。そのた
めに東アジアで戦争が起こるこ
とを期待しています。それがア
メリカのいう「6 年以内に台湾
有事が起こる」です。これを如
何にして止めるか、もう秒読み
段階に入っているといっていい
と思います。
宮城　そんなことは絶対に起こし

てはならないと思いますが、た
しかにウクライナにしてもアメ
リカや NATO が大規模な軍事
支援をしていますね。停戦や話
し合い解決を促さないで、むし
ろ戦争継続をけしかけているよ
うにみえます。
羽場　今回ロシアとウクライナ

戦争が発端としてはじまりまし
たが、アメリカの意図は、これ
に続いて中国と台湾に戦争をさ
せ、東アジアで日中韓が戦争を
し合って、その結果、アメリカ
と欧州が漁夫の利を得るとい
う、非常に巧妙な、ある意味伝
統的な考えなんですね。漁夫の
利といえば、イギリスが第 1 次
大戦や第 2 次大戦のときに、ロ
シアとドイツ、ソ連とドイツに
戦争をさせて、その二国が戦争
で弱体化すれば、英仏の時代は
続く、という戦略をとりました。
それと同じように、米国を経済
で追い抜こうとする中国を念頭
に置き、「台湾有事」を煽って、
中国と台湾に戦争をさせ、それ
に沖縄、日本を関わらせていこ
うとしています。
宮城　岸田さんは 43 兆円もの大

アジアを戦場にしない
沖縄を平和のハブに
対話の場を広げよう

新春
対談
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軍拡と敵基地攻撃能力の保有な
どをきめましたが、そういう背
景があるのですね。

日本の軍拡と戦争準備は
秒読み段階

羽場　大手の新聞は報道してい
ませんが、2023 年 3 月石垣島
にミサイル発射台など 200 台も
公道で運び込み県民の反発を買
いました。台湾の目の前の与那
国島や宮古島にもミサイルを配
備しようとしています。本土の
人は、沖縄は戦場になっても日
本本土は大丈夫という考えが強
いですけれど、大分県や青森県
にもミサイル配備がはじめられ
ようとしています。青森や北海
道はロシアに向けてのミサイル
配備ですね。これは非常に危険
な動きで、狭く長い日本列島に
北はロシア、中部は北朝鮮、南
部は中国の 3 核大国に向けてミ
サイルを配備するというもので
す。これは閣議決定された安保
三文書に基づいたものですが、
多くの人々には知らされず、配
備される県議会の合意も取らな
い中、日本から先制攻撃でき
るという戦争準備そのもので
す。このこと自体、憲法違反で
すが、先日、中国の人から「沖
縄にミサイルを中国に向けて配
備するのは、日本の方のほうが
怖いのではないですか」と言わ
れました。中国は核弾頭を 400
発、中距離ミサイルを 2000 発
持っているし、ロシアは核弾頭
を 6000 発も持っている。日本
が先制攻撃すれば、倍返しどこ
ろか、10 倍返し、日本列島は
壊滅状況になります。なので
日本は早期に 1000 発のミサイ
ル保有を準備している（「読売
新聞」22 年 8 月 21 日）。なぜ
そのような危ない配備をするの
か。実は北朝鮮のミサイルはア
メリカに向けたもので、日本を
狙っているのではありません。
2022 年 11 月に打ち上げたミサ

イルは、射程 1 万 5000 ㎞。日
本にミサイルやイージス艦を配
備するのは、北朝鮮や中国から
アメリカに向けて発射されたミ
サイルを迎撃するためです。ア
メリカは自国を守るために、日
本に地対空ミサイルや地下司令
塔を配備させているのです。い
ま沖縄の米軍は続々とグアムへ
撤退しています。その分を自衛
隊と沖縄、台湾に肩代わりさせ
ようとしています。米軍が撤退
するときが、戦争がはじまると
きです。アメリカが日本を守っ
てくれるのではない。日本がア
メリカを守るのです。
宮城　私たちも昨年、南西三島の

ツアーを 4 回おこなって、自衛
隊基地建設がどんどん進められ
ているのを実際にみてびっくり
しました。
羽場　今、自衛隊から若者が続々

とやめていっています。通常の
若者は災害支援する自衛隊に関
心をもって入隊したので、戦争
するのだったら自分はやめると
いうことです。抜けた自衛隊員
のかわりに沖縄の人たちを高い
給与で募集しています。沖縄の
人は悲惨な戦争経験を持ち、二
度と沖縄を戦場にさせないと、
若者も女性も立ち上がっていま
す。かつての戦争の時のように
沖縄に肩代わりさせ、日本列島
の自衛隊基地に米軍の肩代わり
をさせようとすることが着々と
進んでいます。もう一つは、自
衛隊基地の司令塔の地下化で
す。「2024 年度までに 10 カ所
つくる」計画で、沖縄の石垣島、
宮古島で進んでいますが、横須
賀、三沢、北海道などでも計画
されています。なぜつくるかと
言うと、「地上が壊滅して戦え
なくなっても、地下で司令が継
続できるようにするため」で、
日本国民を守るのではなく、ア
メリカを狙うミサイルを迎撃す
るための司令基地にすることで
す。このような状況を国民が知
れば、日本の利益は何もない恐

ろしい戦争準備であることがわ
かるのですが、今マスコミや政
府が言っているのは、ウクライ
ナのようにならないために、日
本も武装して中国から攻められ
ないようにするのだということ
です。若者は TV や新聞だけで
なく SNS の大量の宣伝情報を
受けて、中国は悪い、戦争をし
ても沖縄が戦う、日本列島には
戦争は及ばない、と思っていま
す。マスコミが誤った情報を再
生産しています。
宮城　昨年のツアーでは、石垣

島に行きましたが、島にはまと
もな仕事がなかなかないし、就
職しても給料が上がっていかな
い。自衛隊に行くしかないと
思っている。親たちには自衛隊
は人気があると言う話を聴きま
した。
羽場　沖縄は残念ながら最貧県

です。与那国の町長が基地をお
いてほしいといいましたが、基
地が置かれると多額の補助金が
入ってくる。沖縄では町が発展
するためには基地はやむを得な
いとか、基地で働く人や基地周
辺の米兵のための飲食店や水商
売の人など、沖縄には基地継続
することが重要だという人が半
分近くはいるといわれていま
す。ただ、先ほどいったように、
沖縄か台湾か北朝鮮でなにか事
故が起こるだけで、1200km 圏
に影響がある。これは北欧で
チェルノブイリから 30 年たっ
た時に野生のトナカイの肉に大
量の放射線被ばくが確認された
数字です。北朝鮮を中心に半径
1200km の円を描くと、日本列
島ほぼ全域、中国は北京から上
海広州などいちばん発展してい
る地域、ロシアの極東地域も全
部入ります。一つの大事故だけ
で東ジアの経済圏は壊滅してし
まうのです。原発だけで 54 基
もある日本を含め東アジアの核
爆発事故はありうると思いま
す。ウクライナ戦争でロシアが
核を使うといわれていますが、
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あったとしても小さな核しか使
えない。ロシアもウクライナも
さらに西欧が被曝してしまいま
すから。また西欧が影響を受け
れば、アメリカが非難されま
す。だから使えない。でも、東
アジアは違います。米欧にとっ
て安全圏なのです。事故とし
て爆発が起こるだけで、経済が
1200km 圏に集中している東ア
ジア経済圏ではすべてが汚染さ
れ、経済発展はなくなります。
欧米の世紀は続くことになる。
それは東アジアの戦争で、中国
と日本の対立の結果だというこ
とになる。大変うまい戦略です。
宮城　ロシアによるウクライナ侵

略が国際社会から大きな非難を
うけました。
羽場　ロシアは 2022 年の 2 月 22

日までは、プーチンは侵攻しな
いといっていて、侵攻するする
といっていたのはバイデン大統
領でした。その間に東部ウクラ
イナにウクライナ政府から繰り
返し内戦としての爆撃があり、
加えてアゾフ大隊という残虐な
傭兵がはいってきて、人民共和
国を名乗る親ロシア系ウクライ
ナ人を虐殺したんですね。です
からロシアによる侵略はもちろ
ん悪いんですが、その前にさま
ざまな紛争や仕掛けがあったこ
とも事実なのです（これは当時
現地にいた松里公孝氏の『ウク
ライナ動乱』（ちくま新書）に
も詳細に経緯が書かれている
ので参照ください）。またガザ
の問題で言うと、10 月のハマ
スの攻撃が非難されています
が、その前にもパレスチナ人は
常套的にイスラエルからのミサ
イルで殺され続けているんです
ね。今回も明らかに病院が、学
校が、国連や平和団体の施設が
爆撃されているのに、そこにハ
マスが隠れているなどと言って
いる。これまでに民間人 1 万
8000 人以上が殺されています。
その 3 分の 1 は子どもたちと
乳幼児です。しかしアメリカは

イスラエルを支持し、武器や支
援金を送っています。あらゆる
ところで紛争の火花が起こって
おり、紛争のあるところにはア
メリカの影響があります。中国
がロシアと同じように台湾に侵
攻してくれると、世界中が中国
を非難し孤立化するので、それ
を狙っている。岸田政権はそう
いうアメリカを全面的に支持し
ているので、危ない段階に入っ
ていると思います。EU がウク
ライナ支援の方にまわっている
けれども、ドイツやフランスで
も反対のデモが次々に起こって
います。アメリカはロシアを叩
き、その次に中国を叩く、それ
により米欧支配を継続する。日
本はその戦略の中にあると言え
ます。
宮城　たいへんなことになってい

るのですね。日本は着々と軍事
医学、軍事医療を準備している
という話を聞いています。大量
に死傷者が出たときに、血液型
を調べなくても輸血ができる様
にするとかなどの研究です。防
衛医大の教育は、今は自衛隊員
の健康管理をしているけれど
も、それはもう民間の医者に任
せて、自分たちは戦場の医療
をするのだというように変わっ
てきていて、それを仕上げるに
は 10 年かかると言われていま
すが、戦争は 10 年後ではなく、
明日にでも起こりそうになって
いますよね。

真実を知らせない圧力

羽場　そういうことがまったく知
らされていないことも怖いです
ね。学術会議会員の任命拒否も
同様で、任命拒否された 6 人の
方はすべて社会科学者、憲法改
正や戦争に反対する、平和を擁
護するなど良心的な方ばかりで
す。6 人を排除しただけでなく、
現在学術会議を内閣府から出し
て法人化するなど、骨抜き化の
動きが進行しています。政権が

指名する有識者会議が選出に加
わる等の動きもあります。学術
会議が「戦争に加担する学問は
おこなわない」ということで防
衛省の軍事研究費を拒否し、そ
れが全国の大学に広がったこと
が原因です。医療と同じように
着々と戦争準備に向かっている
のです。私は NHK の日曜討論
に出たとき、ウクライナとロシ
アの戦争について、国際政治は
客観的に両者と歴史を見なけれ
ばいけないと発言したら、多く
の反発がありました。いろいろ
な圧力があります。経済界に対
しても圧力がありますが、今の
ところ国益の立場から跳ねのけ
ています。日本の経済界は経済
発展が前提なので、2021 年 12
月に、アメリカから軍事面の圧
力があったにもかかわらず、経
団連が中国とともに経済を発展
させるという声明を出したんで
す。日本の貿易は 25% が中国
で、アメリカは 13% になって
いて 20 年前の逆になっていま
す。サハリン 2 というロシアの
天然ガス・パイプラインには三
菱商事や三井物産が共同出資し
ていますが、欧州では欧州とロ
シアを結ぶノルドストリーム・
パイプラインが爆破されてエネ
ルギーが大変な状況になってい
る中、日本は続けるといってい
ます。日本のエネルギーや経済
はロシアや中国に依拠している
のです。もはやアメリカではな
い。経団連はそれゆえに中国と
の経済関係を重視しているので
すが、経済安全保障ということ
でアメリカは経団連に圧力を掛
け、半導体の部品を中国に回さ
ないようにした。これは日本の
半導体産業にとっても大打撃で
す。あらゆるところに手が回っ
ている。しかしサハリン 2 まで
止めさせられたら、エネルギー
4% しか自給率のない日本は冬
がこせません。日本の貿易の 4
分の 1 を握る中国との貿易を止
めたら日本経済は沈没していき
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ます。中国の経済規模は日本の
4 倍です。アメリカのいうこと
を聞き日中経済を止めれば日本
は自分の首を絞めることになっ
てしまいます。岸田さんはそれ
でもアメリカに従わざるを得な
い。
宮城　日本の経済界には期待でき

ませんか。
羽場　日本の経済界の 99.7% は

中小企業です。中国抜きでは生
きていけません。経団連にして
も自分たちの利益のためとはい
え、これまで踏ん張ってきたの
は評価できる。安倍さんや岸田
さんが政治・軍事でアメリカに
追随せざるを得ないときにも、
中国と協力しないと日本経済は
ダメになるといい続けてきたの
は経団連と経済界です。中国が
推進し 150 カ国、国連加盟国の
4 分の 3 が加盟する「一帯一路」
にも、経団連は参加していきた
いと言いました。日本経済の発
展にとって、中国、アジアとの
連携は絶対に避けて通れないの
です。

大マスコミがさける中国報道

宮城　日本のマスコミはそういう
状況を知っていても、報道でき
ないのでしょうか。
羽場　マスコミがなにも言えな

いのは相当の圧力があるからで
しょう。ネトウヨの情報もたく
さん出ていて、朝日新聞が一時
は読売と並ぶくらいだったの
が、今は半分くらいになり、『週
刊朝日』も廃刊になりました。
朝日新聞でも記者がつかんだ情
報を記事にしようとしても上か
ら潰されて記事にはできないと
いう状況があります。先日、「一
帯一路」に関する集まりがあっ
たのですが、経団連の副会長が

「日本も『一帯一路』に参加し
たい」とか、三菱 UFJ 銀行の
重役の人も「AIIB アジアイン
フラ投資銀行に参加したい」と
言っていました。マスメディア

の部では、フジテレビの人が「最
近中国が発展している」という
企画を出そうとすると、「そん
なの全然おもしろくないからや
めろ。だれも見ない」「いかに
中国が悪いか、失敗しているか
というのを出してくれ。それは
絶対おもしろいから」と上司
に言われて、その結果あらゆ
る TV が中国批判をしている
のだ、と言っていました。その
結果、真面目に NHK や TV の
ニュースを聞いている人ほど、

「ロシアが悪い」とか「中国が
ひどい」とか思ってしまいます。
本屋には、中国経済が潰れると
いう本が山のように積んであり
ます。
宮城　たしかに大手マスコミの中

国報道は、悪口ばかりのように
感じます。実際はどうなのかと
いつも疑問に思っています。
羽場　2023 年の 10 月にちょうど

中国に招待されているときに中
国で開催された「一帯一路 10
周年」の集まりには世界中か
ら 140 カ国、国連をはじめ 30
関係団体が参加しました。国連
の 4 分の 3 の国々です。一帯
一路というのは、かつてのシル
クロードを中国西安から欧州ま
で地球を半周する経済投資計画
で、それぞれの地域に道路を造
り、鉄道を造り、投資をして、
その地域に中国元を振りまき地
域を豊かに発展させています。
その結果、カンボジア、ラオス、
スリランカなど、途上国の大使
や大統領が来て、「『一帯一路』
で我々は道路ができ鉄道ができ
て発展した。さらに協力発展さ
せてほしい」と言っています。

「債務の罠」という批判もあり
ますが、しかしこの大事業につ
いて、ほとんど日本では報道さ
れていないですね。加盟国 150
カ国、参加国 140 カ国という
のは国連加盟国の 4 分の 3 にあ
たる数であり恐るべき数です。
ヨーロッパからも参加していま
した。アメリカや G7 の国々、

欧州全体を入れても 20 数カ国
に対して、いわゆるグローバル
サウスは G77 を作り団結して、
現在 134 カ国が参加している
といわれます。ほとんどの国々
が中国やインドといっしょにや
ることで、自分たちが豊かにな
ると考えています。歴史は今や
欧米からアジア・アフリカ・ラ
テンアメリカの方向に動いて
います。それを戦争で止めよう
としているのが米国です。米英
はウクライナに、クラスター爆
弾や劣化ウラン弾などの武器を
流し、東ウクライナで使わせて
います。放射能汚染され、不発
弾があちこちに散らばるという
ことは、戦争が終わった後もそ
の地域、つまり東ウクライナの
人びとを苦しめる放射線物質や
爆弾をウクライナ東部に投下し
ているということです。そこは
ウクライナ人が住んでいる地域
です。ウクライナを守るためで
はない。ウクライナとロシアが
闘って、両方とも潰れればいい
と思っているのではないでしょ
うか。これが代理戦争です。ア
メリカは戦わず、ウクライナに
戦わせてロシアを弱体化しよう
としている。白人至上主義ない
し人種差別が急速に広がりつつ
あります。欧州もウクライナ戦
争を止められない。EU は、か
つてはパレスチナ側を擁護して
いたが、ホロコーストの反省か
ら、イスラエル非難もできない。
それが現在の状況です。冷戦終
焉後世界中で戦争が起こってい
て、シリアでも中東でもウクラ
イナでも中国でも、戦争してく
れれば米欧の秩序は安泰だとい
う漁夫の利の理念に基づいてい
るように思います。歴史の流れ
を止めようとしています。
宮城　アメリカはウクライナに

劣化ウラン弾などの武器までも
送っていると聞いて、どうなっ
ているのかと思いました。東部
ウクライナの人びとは死んでも
いいということなのですね。で
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はガザはどうなのでしょうか。
羽場　東部ウクライナの独立派

は、独立とロシア併合を要求す
る親ロシア派のウクライナ人で
す。彼らは残っていても分離
独立運動をする邪魔者なので、
2014 〜 22 年の間もずっと、西
ウクライナの政府から内戦で
空爆され戦争が続いていまし
た。東部ウクライナの親ロシア
人は死んでも出ていってよい、
領土だけ残してくれればよいと
いう考えだと思います。ガザに
ついても、マスコミの報道に問
題があると思われます。最近の
ガザ危機でも、国連事務総長が
国連総会で「即時停戦」を提
案し、121 カ国が賛成したので
す。アメリカとイスラエルは反
対しましたが、たった 14 票で
した。これにイスラエルが反発
して「事務総長は辞任せよ」と
まで言いました。そのあと、ア
メリカが「停戦」ではなく、「戦
闘の一時中断」を提案したこと
を、マスコミは大々的に報道し
ました。4 日間〜 1 週間の中断
が「評価」された後、イスラエ
ルはふたたび 1 日に数百人以上
を殺す爆撃をおこないました。
イスラエルのジェノサイドは国
際法どころか人道的にも許しが
たい行為をおこなっており、す
でに 121 カ国が「即時停戦」を
主張しているのに、アメリカ
が OK しなければ戦争を止めら
れない状況にある。国連が機能
しないのではなく、アメリカが
イスラエルを支持する限り、戦
争が止まらないのです。国連が
民主主義を代表する組織であれ
ば、121 票の重みを大切にし、
また 1 万数千人の死者の一人ひ
とりを大切にし、今すぐ戦争を
停止すべきです。
宮城　アメリカは「人道休戦」を

求める安保理決議案に拒否権を
行使しました。国際社会が求め
る「即時停戦」を一貫して妨害
していますよね。「人道に配慮
して戦争をやれ」といって無差

別攻撃を容認しています。
羽場　ヨーロッパでも圧力があり

ます。パレスチナ支援のデモも
政府が押さえているのです。ド
イツではシュルツやメルケルへ
の批判が起こっています。ヨー
ロッパ各国はアメリカと同調し
ています。イタリアも極右政権
が生まれました。2015 年、ド
イツのメルケル首相や仏のオラ
ンド元大統領はウクライナとロ
シアの和解のために OSCE（全
欧安保協力機構）の監視により
ミンスク合意を実現しましたが
それを破ったのはウクライナ政
府の側です。一昨年、全体にロ
シアの石油や天然ガスを供給す
る最新鋭のパイプライン、ノル
ドストリームが爆破されまし
た。ロシアがやったという情報
もありましたが、ウクライナが
関わりアメリカがやったともい
われています。最近アメリカの
ワシントンポストはウクライナ
の諜報機関がやってアメリカも
知っていた、といいましたが、
それ以後あまり強調されていま
せん。欧州はそういう状況のな
かではアメリカの影響もあり、
とてもパレスチナを支援するこ
とはできないでいます。市民の
間ではイスラエル批判の声が大
きくなって、今後政権を変える
こともあり得ると思いますが、
他方でイスラエル批判を反ユダ
ヤ主義と攻撃する動きも広がっ
ています。今は、政治家のなか
にアメリカ経済がアジアに取っ
て代わられようとしていること
への脅威感が強いのだと思いま
す。フランスのマクロン大統領
などは経済関係強化を目指して
訪中し、我々はアメリカのいう
とおりにはならない、と言った
りしていますが。中国の「一帯
一路」に賛成しているのはセル
ビアやハンガリーですけれど、
ハンガリーもプーチン派と言わ
れてすごく叩かれています。6
月にハンガリーに行って平和集
会に参加してきました。あらゆ

る国からやってきていて、トル
コも含めて出来るだけ早期の停
戦を ! という人たちの会合だっ
たんですが、ネット上では反ウ
クライナ ､ 反アメリカ派が集
まって集会をしたと報じられて
いました。今、メディアの偏向
が著しいように思われます。メ
ディアというのは本来、反権力
で市民の側に立つ報道をしよう
とするものですが、今は政府側
についてその報道しかできない
ような感じになっています。私
の発言は共同通信から、地方新
聞や IWJ と言うところでは大
量に流されて感謝しているの
ですが、大手テレビにはかない
ません。先日、「朝までテレビ」
の「どーするウクライナ停戦」
という番組に出演しました。そ
こで、停戦というのは武器を置
いて国民の犠牲を止め話し合い
を開始することで、その時点で
領土が確定するわけでない。そ
の後に集まって和平について客
観的に話し合うことが重要とい
う話をしました。番組の最後に、
視聴者のアンケートがあるので
すが、停戦派が 6 割という結
果だったのはうれしかったです
ね。停戦というとロシアを利す
るとか言われるのですが、戦争
すると市民が犠牲になることを
日本人はいちばん知っているは
ず。つい最近まで毎年夏に「二
度と過ちは繰り返しませんか
ら」と言っていたはずです。そ
れがウクライナ危機でコロッと
変わる。世論操作は簡単にでき
るというのが怖いですね。
宮城　奈良で、ウクライナ戦争は

アメリカと NATO がしかけたも
のと主張されている安斉育郎さ
んの講演会をしたのですが、「ゼ
レンスキーかわいそう」「プーチ
ンの味方ですか」という人が大
勢いて、安斉さんの話を聞き入
れない。そういう集会になりま
した。
羽場　ゼンレンスキーが各国で

言って回っているのは「武器を
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くれ」ということばかりですね。
どうしてそういう発想になるの
かと思いますが、武器をくれと
いうことはそれで人が死ぬとい
うことです。横流ししている割
に、武器で戦わないとロシアは
出て行かないと思っているよう
です。
宮城　ゼレンスキーという人はお

かしいと思っています。自分の
国で戦争をしているから 16 歳
から 60 歳の成人男性は出国禁
止、ロシアと戦うべしと言って
いる人がいることは信じられな
いです。先生がはっきり発言さ
れていることに惹かれていま
す。
羽場　最終的にだれが日本のた

めになるのか。岸田さんのやっ
ていることも、ゼレンスキーの
やっていることも、バイデンの
やっていることも、結局その国
の人を犠牲にし、殺していくこ
とになっていくのだと言うこと
を言っていかないと。今ウクラ
イナ国民は、いつまでたって
も「ロシアを追い出すまで戦う」
と言っているゼレンスキーから
離れていっているとも言われま
す。誰が国民を守ろうとしてい
るかを見ていかねばならないと
思います。
宮城　一人一人個人が連帯してい

かなければならないのですね。

誇り高いインドの若者たち

宮城　ところで世界の話に戻りま
すが、昨年はインドが人口で中
国を抜いて世界一になったそう
です。インドについてはどうお
考えですか。
羽場　この 3 年ぐらいインドの

方々と学術研究で協力してきた
のですが、2023 年もインドに
呼ばれて講演もしてきました。
インドの人たちは「民主主義陣
営」と言われていながら、中国
以上にアメリカを批判していま
す。かつてはイギリスの植民地
だったので、植民地の弊害も良

く知っているし、プライドが非
常に高い国です。インドがかつ
て疲弊したのは欧米が植民地を
つくって我々の豊かな富を盗ん
でいったからだと言います。ま
た若者がすごく多い、若い国で
す。これから成長する国で、平
均年齢は日本が 50 歳なのに比
べ、28 歳 ! です。私が講演させ
ていただいた会合には、若者
が 4000 人くらい集っていて驚
きましたが、自分たちが将来の
インドをつくっていくのだとい
う意欲と熱意に燃えていて、そ
こも日本との大きな差を感じま
した。インドは、東アジア版
NATO と言われる QUAD（日
米豪印 4 カ国軍事同盟）の一員
でもあり、アメリカの同盟国と
思われていますが、モディ首相
自身ナショナリストであること
もあり、QUAD にはあまり積
極的に関わっていません。ロシ
アから武器も輸入しています。
インドで、QUAD は日本の安
倍さんが提案したと言ったら、

「安倍さんは言わされたんで
しょう」とずばり言われました。
アメリカは今インドを利用し中
国をけん制していますが、日本
がアメリカに次ぐ経済力になっ
たときに猛烈なジャパンバッシ
ングがあり、中国経済がアメリ
カを抜こうとすると中国バッシ
ングがあるように、将来インド
がアメリカを抜こうとするとア
メリカはインドを叩くに決まっ
ていると理解しています。イン
ドの賢いところは QUAD にも
入り、上海協力機構にも入り、
グローバルサウスとの関係で
は、自分がグローバルサウスの
リーダーだと宣言していること
です。G20 の議長国でもあり、
G77 の 134 カ国とも協力してい
ます。多分、あと 20 年〜 30 年
して、アメリカがインドに抜か
れ、インドを攻撃するようにな
るとインドは中国といっしょに
なってアジア、アフリカ、ラテ
ンアメリカのリーダーになって

いく可能性が高いと思います。
グローバルサウスの国々は、今
起こっている戦争がいずれ自分
たちのところでも起こってくる
のではないかと、アメリカを非
常に警戒しはじめています。

沖縄はがんばっている

羽場　今、沖縄はがんばっている
んですよ !「沖縄の島々を戦場

（いくさば）にしない」と 20 代、
30 代の若者や女性たちがどん
どん立ち上がっています。20
代、30 代の若者たちが市議会
議員や県会議員などになり、自
分達の町は自分達で守ると、11
月には 1 万人を超える平和大集
会を実現しました。
宮城　私は沖縄返還直後の沖縄で

6 年間医療活動をした経験があ
りますが、昔から沖縄には「イ
ナグ（女）ヤ（の）イクサ（戦
い）ヌ（の）サチバイ（先駆け）」
という言葉を聞いています。「戦
いをするときには女性が先に走
る、女性が先頭に立つ戦いには
勝つ」女性が先頭に立っていく
という伝統があるんですよ。
羽場　沖縄の女性はすごく強いで

すね。若者も強いです。私が東
京の衆議院議員会館で 300 人の
人に話しても、参加者はみんな
60 代、70 代の人達ですね。日
本の平和運動はあと 20 年ほど
でなくなるのかと心配になるほ
どです。他方、沖縄で平和の話
とか基地の話をすると、20 代、
30 代の人がとても多いです。
デモや集会でも女性や若者が先
頭に立っている。「私たちがが
んばる !」と言っており、イン
ドと同じように「自分たちが未
来をつくるんだ」というエネル
ギーに満ちています。東京で大
学生に「将来の夢はなにか」と
聞くと、「ウーン」「漫画家か
な」「サッカー選手かな」「まだ
決めてない」と子どもみたいな
答えが返ってきます。インドや
中国での大学生に「あなたの夢
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はなにか」と聞くと、「首相に
なって国を守る」とか「経済大
臣になって貧しさをなくし豊か
な国に変えたい」と眼を輝かせ
て言います。インドはバングラ
デシュやアフガニスタン等の貧
しい国の若者をデリーに呼び

「南アジア大学」を作って無料
で教育しています。そうした若
者たちがエリートとして自国に
帰って自国を変え発展させよう
としている。インドは彼らを育
て南アジア地域で共同して発展
しようと考えているのです。イ
ンドや中国には未来を自分たち
の手でつくり変えよう、という
哲学と夢があると思います。日
本はバブルの時になにをしたか
というとアメリカの不動産を
買ったりゴッホの絵を買った
り、ODA に気前よくして、カ
ンボジアに 5 億円もするオペラ
ハウスを建設したりしました。
カンボジアの人に「私たちはオ
ペラを見ない」と言われて（笑）、
ODA を考え直し予算を大幅に
削ったりしました。中国やイン
ドは今、成長している時に何を
しているかというと、一帯一路
を掲げて、道路をつくったり鉄
道を敷いたりして ､ 貧しい国に
投資をして発展させようとして
います。バングラデシュやパキ
スタンなど国境紛争している国
の若者を呼んで、無料で教育を
して自国に戻している。それは
自分達が共に地域で発展してい
こうという思想があり、そのた
めに周りの地域の若者たちを呼
んで教育をしていて ､ 本当にえ
らいなと感心します。

自治体がたちあがって
命と平和を守る

羽場　沖縄がなんで重要かという
と、今まで政府に基地の撤去を
頼んで、これまでの平和運動の
ように政府を倒せと言っても、
その後はなにができるかと考え
たときに ､ こちらにもしっか

りと準備がないといけない。政
府に反対したり、政府を倒した
りすることが目的でない。それ
で終わりではなくそこからはじ
まる。戦争の危機があるときだ
からこそ、そして自分たちは二
度と戦争をしたくないと考えて
いるからこそ、自治体が立ち上
がって自分達の命を守る、平和
と繁栄をつくるということが大
事だと確信しているのです。沖
縄というのは、地図を見ると東
アジアの真ん中にあって、中国
に近い、東南アジアに近い地域
です。20 億人の経済地域のセ
ンター、東アジアの平和と経済
のセンターにすると計画を立て
ています。フィリピンやマレー
シアの方が東京よりも近いの
で、気持ちのうえでも、東京の
政府からミサイルを配備せよ、
中国との戦争に備えよという指
令が来ても、自分達は東南アジ
アや中国と貿易した方がずっと
豊かになり、儲かるし、平和で
いられると考えています。玉城
沖縄県知事は県庁内部に「自治
体外交局」を作り、積極的に中
国や台湾に行き、韓国、東南ア
ジア、アメリカにも出かけてい
ます。中国の福建省とは琉球時
代から経済的・文化的な関係も
あり、福建省の技術者たちが当
時琉球にきて技術を教え、その
まま帰化しています。沖縄と中
国は歴史的にとてもよい関係を
もっているのです。
宮城　沖縄には昔から文化が栄

え、海外に進出して活躍した
人々も多いので、人々は早くか
ら世界にも目を向けています。
羽場　そうですね。沖縄はどちら

かというと東アジアや中国に非
常に近いし、日本との関係では、
琉球処分という負の遺産ももっ
ています。
宮城　沖縄の日本復帰はなんだっ

たのかとかという意見もありま
すね。9 条が花開くはずの沖縄
に、アメリカの基地は減ったけ
れど、自衛隊の基地がどんどん

入ってきている。みんなけしか
らんと思っていますよね。
羽場　復帰の先頭に立って戦っ

てきた人たちからも、自分達が
やったことが本当によかったの
か、沖縄のためになったのかと
問いかえしている、と言われる
と、本当に胸が痛いですよね。
沖縄を平和のハブに ! という会
議は 2022 年に第 1 回、2023 年
に第 2 回目をしました。今年も
やります！ 1 回目は日中韓の、
中国社会科学院や韓国の経済大
学の先生や、元首相鳩山さんに
もきていただいて平和会議をし
ました。2 回目の昨年は 6 月 23
日の慰霊の日の次の日に開きま
したが、日中韓と台湾、インド
の代表も参加したのです。その
会議のはじまりはエイサーでは
じめて中国・日本の歌を歌い、
最後には参加している 600 人の
人たちも立ち上がってカチャー
シーを踊りました。アンコール
まで出ました ! これからも続け
るつもりです。会場の琉球新報
の前の広場では東アジア、イン
ドの食コーナーも出ていて大人
気でした。

東アジアの国連へ

羽場　5 年目を目標に「東アジア
の国連」のようなものを沖縄に
つくろうと計画しています。こ
れにはモデルがあって、第 2 次
世界大戦が終わったあと、冷戦
が始まりましたが、フィンラン
ドのヘルシンキで冷戦の東西を
話し合いで結ぶために会合が開
かれ「ヘルシンキ合意」という
のがつくられました。それは戦
争に拠らず、東側と西側が中立
地域に集まり、そこで話合いに
よって問題を解決しようという
ものです。CSCE（欧州安全保
障協力会議）という会議です。
そして象徴的なことにその 15
年後に冷戦は終焉しました。ソ
連のゴルバチョフとアメリカ
のブッシュが話し合って冷戦が
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終わったと言われていますが、
欧州の人たちは CSCE の場で、
ソ連や東欧、西欧、バチカンと
かモナコも参加し、戦争と平和、
気候変動、体制和解などについ
て話し合ったことが冷戦を終わ
らせたと確信しています。2012
年には EU にノーベル平和賞が
与えられましたが、そのとき
EU の委員長は、ノーベル平和
賞は EU という機構に与えられ
たのではなく、5 億人の一人一
人の平和の試みに与えられたの
だとスピーチしました。そうし
た平和を話し合う組織を沖縄に
つくり、東アジアの平和は自治
体や市民一人一人がつくったと
いうふうにできたらとよいなあ
と思っているのです。
宮城　そうですね。千葉での先生

の講演を聴いて、平和のハブと
いうことを知りました。いろい
ろな関連イベントが計画され、
構想されているようですが。
羽場　はい、沖縄ではさまざまな

活動がそれぞれのグループでな
されています。和解のための話
合いが、まず大事です。C はカ
ンファレンス、カウンシルで、
集まって話し合いをすること
です。沖縄だけでなく日中韓、
ASEAN、インドまで含めて、
将来的にはアジアの国連をアジ
ア人の手によってつくろうとい
うことです。最終的には国連が
国連の東アジア版として認めて
くれれば良いと考えています。
この 2 年間、国連にも行って、
ウクライナ戦争を停戦してほし
いとか、東アジアに平和のハブ
をつくりたいと話してきていま
す。冷戦後、CSCE は OSCE（欧
州安全保障協力機構）となり、
その本部はオーストリアのホー
フブルク宮殿の中にあるのです
が、そこに参加したとき、ロシ
アの記者の毒殺問題やコソヴォ
の紛争の問題を話し合っていた
のですが、議長は正義と悪とを
分けることなく、どちらの意見
も聞いた後で調整・裁定すると

いうことで、ロシアの人もコソ
ヴォの人も自分達の意見を自由
に陳述できるという風になって
おり感動しました。「自分たち
が正義、相手は悪」という発想
とは違います。平和で友好的な
沖縄を、基地やミサイルの戦場
にするのではなく、琉球王国が
そうであったように豊かな文化
と経済のセンターにする。それ
によって、ミサイルや基地がお
かれて主権も制限されている最
貧地域の沖縄を、回りの国々や
地域と沖縄が独自に平和と経済
関係をつくって発展できる、と
いうふうにすすめられたらよい
なあと思います。
宮城　私は 1945 年生まれですが、

高校時代の同級生は、大学には
英文科に進学したものです。女
性の教育や働き方に対する考え
方とか働き方がだいぶ違ってい
ると思います。私の入学の頃の
医学部では女性はクラスの 10%
でした。卒業の 10 年後にはその
10% がフル勤務。そのうち、3 割
は未婚、3 割は結婚後、離婚、3
割が結婚生活を継続していると
いうデータがありました。しか
し、現在では医学部の女子学生
の割合も4割から6割までとなっ
てきています。医学部入学試験
では、女性受験者の持ち点を減
らして採点するなど、化石賞並
の操作をしていた大学の醜態も
暴露されました。女性が働く環
境や労働条件の整備、家庭内ジェ
ンダー、地域の安全性などが見
直されるなかで、医学医療分野
はもっともっと女性が活躍でき
る分野だと考えています。
羽場　私は広島の被爆二世でもあ

り、戦争ではなく平和をつくる、
マスコミが報道せず、ゆがんで
伝えられている戦争や沖縄の実
態を、できるだけ多くの自治体
や市民団体に伝えたいと思い、
呼ばれて講演をしているので、
そういうところではできるだけ
客観的な真実を伝えていこうと
思っています。マスコミと知識

人、市民が動けば、かなり日本
を、世界を、変えていけるので
はないかと思っています。昨年
秋の補選でも自民党が負けまし
たが、下から変えていくことが
重要だと思っています。
宮城　女性が強くならないと政治

も社会もなかなか変わりません
から。私は沖縄で内科医師をし
て生活していたとき、自分が安
心して仕事が続けられるよう、
病院の院内保育制度をつくった
り、地域の働くお母さんたちと
学童保育をつくったり、さまざ
まな地域住民運動に参加しまし
た。手を取り合い身近なところ
から変えていくことが大切で、
しかもさまざまな実りがあるこ
とを知りました。
羽場　日本人は近視眼的でプラ

グマティックなところがありま
すが、中国やインドはやはり数
千年の長い歴史があるだけ、深
い思想や哲学があるように思い
ます。今回中国で抗日博物館に
行きましたが、展示の仕方も最
新のネット情報などを使ってデ
ジタル展示しています。南京や
天津などで日本軍がひどいこと
をした、眼を覆いたくなるよう
な映像もありますが、最後のと
ころに必ず、「それをしたのは
当時の日本の軍部がやったこと
で、日本の人民も被害者だ。だ
から日本の人民とともにこうい
うことを二度と起さないように
していこう」と書いてあり感動
しました。ドイツでもアウシュ
ビッツでナチスがやったことを
謝罪して、こういうことを二度
と起さないようにと書いてあり
ます。ポーランドでもドイツの
碑があり、こういうことを二度
と起さないようにしようとドイ
ツの各自治体からの銘が飾られ
ているのです。歴史に謙虚で、
やられたから報復するのではな
く、やられたからともに平和を
つくろうと考えているのは本当
に立派なことです。中国に行く
前にアメリカが企画した日中韓
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米の会議があったのですが、そ
のとき南京大学の教授がいて、
いちばん平和の問題を話したの
はその教授と私だったのです。
南京であれだけ日本軍にひどい
ことをされたのに、なぜあなた
は平和を訴えるのですかと問わ
れて、その教授は「私も羽場教
授もそうですが、広島でも南京
でも、多くの犠牲者が出ました。
そうした犠牲者が二度と出ない
ようにするために南京の人たち

は平和を唱え続けるのです」と
言われました。報復ではなく平
和をつくり続けることによって
犠牲者を弔うという思想を持
つ、これはすばらしいことだと
思います。日本は中国にいまだ
に謝罪をしないし南京虐殺でも
数が違うなどと言っている。韓
国に従軍慰安婦の批判をされて
も政府からはお金も出さず民間
にお金を出させ、謝罪もしない
という態度を示しているのはあ

まりにも中国やドイツの態度と
違い、恥ずかしいことです。政
府は核廃絶の集会にも人を送っ
ていません。しかし、広島・長
崎の被爆者やその 2 世 3 世が、
沖縄の人達や平和を望む市民と
ともに、平和のために行動して
いくことが、少しでも世界を平
和に向けて進めていけるのでは
ないか、と思っています。
宮城　今日は貴重なお話をありが

とうございました。

　この時期、時宜に適したアセアン・ブックレッ
トを発売されたことに敬意を表します。
このブックレットは、ASEAN の創設から現在ま
での歴史と活動、日本 AALA の果たしてきた連
帯活動についてわかりやすく解説しています。
　本書を読んで強く感じたことは、軍事同盟・軍
事ブロックの強化か、平和外交と話し合いによる
平和の共同体づくりか、という点で、ASEAN と
日米政府の取り組みがあまりにも対照的であるこ
とです。
　1967 年に創立された ASEAN は「日米安保条
約」や NATO のような軍事同盟ではなく、「地
域協力機構」であることにその特徴があります。
ASEAN 創立宣言（バンコク宣言）は、その目的
を「外部の干渉から各国の安定と安全を守る」こ
とにあると宣言しています。
　ベトナム戦争のさなか、タイとフィリピンに米
軍基地があり、米軍がベトナム攻撃に使用してい
ました。バンコク宣言前文は「すべての基地は、
暫定的なもの」であり、将来的には撤去すべきも
のとしていました。戦争終結後、タイでは青年・
学生の米軍基地撤去運動が高まり米軍基地を 76
年に撤去し、フィリピンの米軍基地も民主化運動
を背景に 92 年に撤去しました。
　沖縄の米軍基地がベトナム攻撃に使用され、戦

争終結後も日米安保条約 = 日米軍事同盟の下で撤
去されず恒常的に存続し続けているのと比べ、ま
ことに対照的です。
　ASEAN 創立者のひとり、タイのタナット・コー
マン元外相は、「私たちは欧米の力に頼らないで、
自分達自身の力で対処することを決意した。アジ
アには米国主導の NATO のような軍事機構はい
らない。われわれには ASEAN がある。これで十
分です」という。また、ASEAN 発展の功労者、
マレーシアのマハティール元首相は「日米安保条
約の強化が軍拡競争を引き起こす」と軍事同盟を
一貫して批判してきました。
　この点でも、日本の岸田政権は ASEAN とは対
照的な動きをしています。アメリカ言いなりに、
日米軍事同盟を強化し、NATO との連携を強め、
インド太平洋地域での「軍事ブロック対立」を煽っ
ています。憲法 9 条に違反し、「専守防衛」を根
底から覆す「安保 3 文書」を閣議決定し、敵基地
攻撃能力保有と 5 年間で 43 兆円もの空前の大軍
拡を強行しつつあります。今こそASEANに学び、
憲法を生かした平和外交で戦争を起こさせず、日
本が率先して東アジアに平和の共同体をつくるこ
とに踏み出す政治の転換が必要になっていると思
います。本書が平和を願う多くの人に読まれるこ
とを期待します。

ブックレット「東アジアを戦争のない平和の地域にー ASEAN に学ぶー」1000 部増刷決定

『東アジアを戦争のない平和の地域にー ASEAN に学ぶー』を読んで
元茨城大学副学長・茨城大学名誉教授　田中 重博

● イスラエルはガザ無差別殺戮をやめよ
● アメリカはイスラエルの暴虐支援をやめよ
● 日本政府はイスラエルとの軍事技術協力をやめ、停戦に努力せよ

日本 AALA 声明より（11 月 5 日）
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奈良
AALA活動で

なにが求められているか
 私は AALA に参加してちょうど
20 年。最初は国際情勢が詳しく
手に取るように分かる機関紙に魅
力を感じ、また学習や講演会、平
和の旅等の企画にもエネルギーを
貰ってきました。しかし激動する
世界情勢の中でそれぞれの国民が
体験している生死にかかわる生活
を思うとき、AALA の活動が今
のままでいいのかと思うときがあ
ります。国際法と国際人道法を完
全に無視したロシアによるウクラ
イナ侵攻やイスラエルによるガザ
への攻撃。そしてアジアではミャ
ンマーの軍による人民弾圧に対し
て圧倒的な民主派の人たちが立ち
上がっている戦いに私たちができ
ることはなにか。ナラーラは昨年
一年間をミャンマー問題に特化し
て取り組んできました。
　第 3 回ミャンマー支援交流会

（写真）ではチョーチョーソーさ
んの話しがあり、3 人のミャン
マー人学生が参加しており、その
あと、わが家にお誘いしたところ
すぐに話は決まりました。3 人と
も日本の家に行くのが初めてだっ
たので終始ミャンマーとの違いを
感じ取っていました。食事はカ
レーライスを用意しました。ミャ
ンマーでのように箸もスプーンも
使わず右手で食べました。うちと
けた雰意気がすすむとまた次回に
会う約束になり、今度は朝から来
て裏山の散歩や薪作りの手伝い、
そして食事は彼らが食材を準備し
てきてミヤンマー料理を作ってく
れるとのこと。とてもさわやかな

空気を残してくれました。
　彼らは日本語学校で学び、その
前後の空き時間はすべてアルバイ
ト。「ご家族はミャンマーで元気
にされていますか」と聞くと軍の
妨害でほとんど連絡がとれないと
のことです。
　昨年 12 月 6 日の「しんぶん赤
旗」でミャンマーの記事が目に飛
び込みました。攻勢強める武装組
織に軍政トップが「政治的解決
を」と呼び掛けた記事です。これ
に対して民主派報道官は、現状で
の軍政との対話開始を否定した上
で「大敗している。軍政は出口を
探そうとしている。軍が政治に関
与しないと保証すれば、真の対話
があり得る」と述べています。み
んなが堂々と再び祖国の土を踏め
るようになるまで、私たちに何が
できるのか今後とも追い求めてい
きたいと思う昨今です。　

　　　（事務局長　真下均）

埼玉
符祝慧さん「アジアから見

た日本」を語る
　「2023 連帯のつどい」が 11 月 18
日に開催され、60 数人が参加しま
した。シンガポール聯合早報の東
京特派員の符祝慧（フーチュウエ
イ）さんが「アジアから見た日本
…戦争を繰り返さないように」の
テーマで講演。符さんが日本留学
を決意したときに祖母から反対さ
れたことから話し始めました。「日
本軍がシンガポールを占領した 3
年半（1942 〜 1945）はシンガポー
ルや家族にとって最も暗い時期、

行しかない」「平和憲法 9 条をも
つ日本の 90 年代、PKO 法案が審
議中にすでに自衛隊の掃海艇は中
東に向かい、国際協力の名のもと
に自衛隊は海外へ派遣され、『日
本軍が来た！？』と言われる状況
になった」と述べました。「日本
はアジアで戦争を起こした国。ア
ジアとの和解は、本当になされた
のか？戦前と戦後はつながってい
る。その歴史を見ないと日本とア
ジアの『平和』は、この先の 100
年はわからない」と結びました。
　講演前のオ―プニングは山本永
子さんの語り ｢ ともちゃん地蔵」。

「凍てつく満州国の大地にひとり
立つ如く、何も持たず語り始めら
れました。よく通る落ち着いた声。
しばし日常から離れた静寂の中で
想像をめぐらせました」（感想 ･
大貫さん）
　「連帯のつどい」参加者一同名
で駐日イスラエル大使ギラッド・
コーヘン氏に「イスラエルはガザ
での無差別殺戮をやめよ」の決議
文を送りました。パレスチナ・ガ
ザの子どもたちへの緊急募金が 1
万 4320 円集まり、UNICEF へ送
りました。
　感想文から①日本軍占領下のシ
ンガポ―ルでの「大検証」という
名の住民虐殺のことは ､ 講師の
お話しではじめて知り、あらため
てネット検索し、詳しい解説に目
をとおした②「ASEAN は米 ･ 中
どちらか一方を選択することは
しないという立場を表明してお
り ASEAN 内部ではいろいろな問
題もあるが、米 ･ 中への態度とい
うことでは ASEAN は一方に寄
らずどちらとも仲良くします」と
ASEAN 構成国であるシンガポ―
ルの符祝慧さんが質問にすんなり
答えたのが非常に心強い思い。

（理事長　野本久夫）

8月11日、札幌駅北口で宣伝行動

日本軍による住民虐
殺『大検証』などシ
ンガポールの歴史を
私が習った教科書は
72 頁もあるが、日本
の教科書はわずか数
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躍動する

AALAとの出会い

　私が日本 AALA （AA） を知っ
たのは 50 年前、1973 年チリ軍事
クーデターが契機でした。広島大
学で理論物理学の研究者を目指し
ていた頃、日本に民主連合政府が
実現すると希望に満ちていた頃で
した。チリ人民連帯日本委員会が
開催した広島集会に参加したので
すが、会場の雰囲気が記憶に残っ
ています。怒りとやり切れなさの
なかで、日本 AA の方の報告を聞
いたのを思い出します。このとき
日本にチリの人々と連帯しながら
戦っている人たちがいることが驚
きでした。
　2016 年 9 月に、研究のためチリ
のバルバライソに 1 週間滞在した
のですが、非業の死を遂げた詩人

パブロ・ネルーダの別荘やアジェ
ンデ大統領が自決したモネダ宮殿
を訪問し、いかなる暴力も「誇り
ある人間がよりよい社会を築くた
め、その道を行く日」を妨げるこ
とはできないとチリ人民の苦闘の
年月を思ったのです。
　二度目の出会いは、1990 年松山
における「アマンドラ」公演でし
た。愛媛県 AALA の山本翠さん
たちが企画したものでした。アパ
ルトヘイトとの戦いで団結を強め
武器ともなった歌を、1999 年延々
と貧民街が続くケープタウンを研
究のため訪問したとき再度聴くこ
とになりました。
　年月の経つのは早く、日本
AALA に再び出会ったのは 2021
年 8 月 で し た。 チ ラ シ で 新 潟
AALA の講演会の案内を目にし
たのです。鈴木勝比古さんによる
ベトナムについての講演でした。
ベトナムの社会情勢を調べていた
私にとってそれは僥倖でした。鈴
木さんの講演は、私のベトナム
社会への関心を強いものにしまし
た。ホーチミン市にある大学の研
究所のアドバイザーとして、今年
2 月に 1 週間研究所を訪れました。

　鈴木さんの講演の後、日本
AALA の会員になりましたが、
機関紙の内容は、私にとって衝撃
的です。これまで欧米の視点でし
か世界を見ていなかったと思い知
らされました。グローバルサウス
の動向は、ダイナミックで、記事
を読むだけで知的な刺激が得られ
るだけでなく気分が明るくなりま
す。
　先日、日本 AALA 定期大会で、
秋庭稔男さんを偲ぶ会に参加しま
したが、『私と日本 AALA の 60
年』を読み進むと設立当初から日
本 AALA の先頭に立ってこられ
た秋庭さんの先見に畏敬の念を持
ちます。
　昨年秋より新潟県 AALA の代
表理事となりました。身近に日
本 AALA があることを知らない
人が多くいます。グローバルサウ
スを知らなくて世界の状況はわか
らない、日本 AALA の活動を知
らなくて、日本の行く末に希望が
持てないと周りに声をかけていま
す。新潟県 AALA でも様々な取
り組みを進めて、逆流を押し返す
日本 AALA の躍動に寄与できれ
ばと思っています。

新潟県AALA  理事長

谷本 盛光

た し と
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●郵便振替口座　　　　　 00110-6-72434　加入者名：日本 AALA 連帯委員会
●銀行から振り込む場合  店 名：〇一九（ゼロイチキュウ）支店
  　　　　　　　 預金種目：当座　口座番号：0072434

　通信欄に「第19回非同盟首脳会議」と記入してください。

　非同盟運動（NAM）の新たなエポックとなる第 19 回非同盟首脳会議が来年 1 月 15 日～ 20 日まで、
アフリカ中部にあるウガンダ共和国の首都カンパラで開かれます。日本 AALA は今回もオブザーバー参
加資格をもつアジア・アフリカ人民連帯機構（AAPSO）代表団の一員として 2 人の代表を送り、会議に
参加します。ウクライナやガザその他で続く戦争と対立を克服して、核兵器のない公正で平和な世界秩序
をめざす非同盟諸国（グローバルサウス）がどのようなアピールをうちだすでしょうか。代表派遣への資
金カンパ（一口 1000 円）のご協力をお願いします（何口でも）。

日本AALA　第19回非同盟首脳会議に代表を派遣
アフリカ・ウガンダ共和国で開催


